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皆さんは北方領土を実際に見たことがありますか？海を挟んでほんの数キロ先に島影が見えま

す。それが北方領土だと知った時、教科書やニュースの中でしか知らなかった世界が、こんなにも

身近な場所にあることに衝撃を受けました。そして、北方領土問題についてもっと深く知りたいと

思いました。 

私の知っている北方領土は、日本人が古くから開拓し生活を営んできた島々ということです。豊

かな漁業資源に恵まれ、それぞれの島には学校や病院などが整備され、本土と同じような生活が営

まれていました。その日常が変わってしまったのは、第二次世界大戦末期に日本がポツダム宣言を

受諾した後です。日ソ中立条約を一方的に破棄して参戦したソ連軍が、北方領土を占領しました。

そして終戦後もソ連は北方領土を不法に占拠し続け、そこに住んでいた多くの日本人が生まれ育っ

た故郷を追われました。わずかな家財道具だけを持って故郷を追われた元島民の苦労や、家族と離

れ離れになった悲しい歴史を知りました。現在もロシアが実効支配を続けていて、日本は「固有の

領土」として返還を求めています。戦後数十年経った今も尚、私達は海の向こうから大きな影響を

受け続けています。以前、テレビのドキュメンタリー番組で見た元島民の方々は、その胸に強く故

郷の島々を思い続けていました。印象に残った場面は「ビザなし交流」の様子です。これは日本と

ロシアの間で特別に行われている交流事業で、パスポートもビザもなしで北方四島を訪れることが

できます。島へは交流船で行きますが、彼らの多くは高齢です。島に近づくにつれ、私の目には不

安と悲しみの表情に映りました。島に着き、まず向かう先は先祖のお墓です。荒れた墓石の前で涙

しながら手を合わせる姿を見て、私も涙が出ました。その後、住んでいた家の跡地を訪れたり、現

地に住むロシア人との交流もありました。自分たちの故郷にロシアの人々が暮らしているのはさぞ

複雑な心境だったと思います。再び船に乗り遠ざかる島影を見つめる時、いつまた故郷の土を踏め

るのかわからないという深い悲しみが、その様子からひしひしと伝わってきました。 

このビザなし交流は、現在は、ウクライナ侵攻の影響で再開の見通しすら立っていません。です

が、この交流が故郷を思う元島民の方々の心を癒してくれる、かけがえのないものであることも事

実です。次世代を担う私たちは、故郷を追われた方々の悲願を胸に刻み、この問題を日本とロシア

だけの問題とせずに、国際社会全体で解決していくべきです。平和的な対話を通じて、この長年の

課題に終止符を打つために、私たち一人一人ができることを考え行動することが、必ず未来へ繋が

ると信じています。 


